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【会員通信】

大洲市菅田町におけるバッタ目昆虫の観察記録

松田久司

年 月 日に，愛媛県大洲市菅田町の大2010 8 21

洲家族旅行村（環境省標準メッシュコード：

）において， 法人かわうそ復活5032-2405 NPO

プロジェクトの主催による鳴く虫の観察会を実

施した．この際， 科 種のバッタ目昆虫を観9 32

察したので報告する．大洲家族旅行村は冨士山

公園の中にあり，果樹園，草地，池が配置され

ている．観察会は小学生から 才代までの 名70 24

が参加し，同日 時 分から 時 分に実施さ18 40 20 10

れた．観察会の講師である愛媛大学大学院連合

農学研究科の小川次郎氏が現地でバッタ目昆虫

を見つけてその都度解説を行い，筆者が記録を

行った．種の同定は現地にて行い，同定が難し

い種は一旦捕獲して細部を確認した後その場に

放虫した．一般向けに行った普及のための観察

会であったため，標本は作成しなかったが，後

日小川氏に当日の記録の確認をしていただい

た．観察された種の一覧を表１に示す．なお，

（ ） ． ，学名は市川ほか にしたがった 最後に2008

観察会の講師と記録の確認をしていただいた小

表１．出現種リスト

種 名 学 名

Eobiana engelhardti subtropicaキリギリス科 ヒメギス
Pseudorhynchus japonicusカヤキリ
Ruspolia lineosaクサキリ
Euconocephalus variusクビキリギス
Conocephalus maculatusホシササキリ
C. gladiatusオナガササキリ
Hexacentrus japonicusハタケノウマオイ
Mecopoda niponensisクツワムシ科 クツワムシ
Ducetia japonicaツユムシ科 セスジツユムシ
Holochlora japonicaサトクダマキモドキ
Teleogryllus emmaコオロギ科 エンマコオロギ
T. occipitalisタイワンエンマコオロギ
Mitius minorクマコオロギ
Loxoblemmus campestrisハラオカメコオロギ
L. doenitziミツカドコオロギ
Sclerogryllus punctatusクマスズムシ
Duolandrevus ivaniマツムシ科 クチキコオロギ
Xenogryllus marmoratusマツムシ
Truljalia japonicaアオマツムシ
Meloimorpha japonicaスズムシ
Oecanthus euryelytraヒロバネカンタン
O. similatorコガタカンタン
Polionemobius mikadaヒバリモドキ科 シバスズ
Ornebius kanetatakiカネタタキ科 カネタタキ
Atractomorpha lataオンブバッタ科 オンブバッタ
Patanga japonicaバッタ科 ツチイナゴ
Oxya japonicaハネナガイナゴ
Acrida cinereaショウリョウバッタ
Gonista bicolorショウリョウバッタモドキ
Glyptobothrus maritimusヒナバッタ
Locusta migratoriaトノサマバッタ
Gastrimargus marmoratusクルマバッタ
32出現種数
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川次郎氏に感謝します．
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図 ．ホシササキリの雄1

図 ．オナガササキリの雌2

図 ．ハタケノウマオイの雄3

図 ．ミツカドコオロギの雄4

図 ．スズムシの雄5

図 ．ショウリョウバッタの雌雄6
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